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月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

はるひ呼吸器病院　外来診察担当表

午

前

外来診察時間

 9：00 ～ 12：00

（受付 8：30～11：30）

第1

診察室

小橋

（呼吸器内科）

齊藤

（呼吸器内科）

小橋

（呼吸器内科）

第3

診察室

加藤

（循環器内科）

米田

（呼吸器内科）
-

第4

診察室

佐々木

（消化器内科）

- -

専

門

外

来

齊藤

（呼吸器内科）

第2

診察室

小佐野

（内科）

佐野

（循環器内科）

佐々木

（消化器内科）

小佐野

（内科）

小橋

（呼吸器内科）

齊藤

（呼吸器内科）

直海

（呼吸器内科）

毎週金曜　午後　　堤　 （病理診断科）　※完全予約制
セカンドオピニオン外来

禁煙外来

休診

夕

方

外来診察時間

 17：00 ～ 19：30

（受付 17：00～19：00）

齊藤

（呼吸器内科）

-
奥田

（呼吸器外科）

直海

(呼吸器内科)

浅野

（呼吸器内科）
--

齊藤

（呼吸器内科）

齊藤

（呼吸器内科）

病理外来

                      毎週火曜　午前　　米田 （呼吸器内科）

　　　　　　　第2木曜　 午後　　齊藤  （呼吸器内科）　※完全予約制

毎週金曜　午後　　堤　 （病理診断科）　※完全予約制

齊藤

（呼吸器内科）

齊藤

（呼吸器内科）

※はるひ呼吸器病院では、救急対応を行っております。

    急な発熱・喘息発作等の内科的疾患は、24時間対応させていただきます。

須ヶ口クリニック　外来診察担当表

午

前

外来診察時間

 9：00 ～ 12：00

（受付 8：30～11：30）

米田

（呼吸器内科）

小橋

（呼吸器内科）

齊藤

（呼吸器内科）

米田

（呼吸器内科）

齊藤

（呼吸器内科）

対象期間：2017年11月1日～11月30日
予定は変更となる場合もございます。ご不明な点は、
総合窓口または外来受付にお問い合わせください。

送迎車乗り場

はるひ呼吸器病院 前

はるひ呼吸器病院正面玄関きよすあしがるバス バス停

須ヶ口クリニック 前

須ヶ口クリニック 正面 敷地内駐車場

西春駅

西春駅 西口 ロータリー内

平日（土日、祝日除く）に「はるひ呼吸器病院」の白のワゴン車で
無料送迎を行っています。

医療法人清須呼吸器疾患研究会

はるひ呼吸器病院
〒452-0962 愛知県清須市春日流8番地1

電話番号:052-400-7111 FAX:052-400-7133

須ヶ口クリニック
〒452-0905 愛知県清須市須ケ口2332番地2
電話番号:052-400-5281 FAX:052-400-7097

発行日：2017年10月25日 発行：医療法人清須呼吸器疾患研究会

休診日：日曜・祝日

※交通事情により、発着の遅延、乗降場所の変更等がある場合があります。
※やむをえず、予告なく運休になる場合がありますのでご了承ください。

8:20 発 9:15 発 8:50 発 9:55 発

9:35 発 10:40 発 10:15 発 11:15 発

11:00 発 12:00 発

はるひ呼吸器病院　前 西春駅　西口 はるひ呼吸器病院　前 須ヶ口クリニック　前

西春駅　西口 はるひ呼吸器病院　前 須ヶ口クリニック　前 はるひ呼吸器病院　前

↓ ↓ ↓ ↓

※年末年始のご案内

12月29日（金）～1月3日（水）は、はるひ呼吸器病院・須ヶ口クリニックともに休診となります。
なお、救急対応は行っておりますので、急な発熱・喘息発作等のときは、
はるひ呼吸器病院へお問い合わせください。

市民公開講座
11月18日（土）に当院の齊藤院長が市民公開講座を開催します。「肺がんってどんな病気―増え続ける肺がん患者―」を

テーマに講演します。

肺がんは、高齢になるほど発症率も高くなります。肺がんの症状とそれに対する最新治療を学びましょう。

みなさまのご参加、お待ちしています。

日時 2017年11月18日（土）13：30～15：00

会場 はるひ呼吸器病院 ５階会議室

（〒452-0962 清須市春日流8番地1）※駐車場 70台

プログラム 『肺がんってどんな病気？

－増え続ける肺がん患者－』

講師 はるひ呼吸器病院 院長 齊藤 雄二

定員 先着40名（事前予約制）参加無料 ※ 軽食付き

※名鉄犬山線西春駅より無料送迎車 臨時運行

ご希望の方は、予約時にお申し付けください

≪お申込み・お問い合わせ先≫ はるひ呼吸器病院 052-400-7111(代表)
講師：院長 齊藤 雄二

休診日：土曜・日曜・祝日

※休診・代診のお知らせ

● 11月10日（金） はるひ呼吸器病院 呼吸器内科 直海 休診 → 小橋 代診

※はるひ呼吸器病院 呼吸器内科 浅野医師は、11月10日（金）より外来診察を開始します。

Facebookページは
こちらから＞＞＞

“ いいね！”お待ちしています♪
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210mm 210mm

今月の一品

＜材料＞ 1人分

えりんぎ 1/2本

しめじ 1/3パック
マッシュルーム 2個

水 100ml
白だし 小さじ2
みりん 小さじ1
塩 少々

＜作り方＞

①きのこはそれぞれ食べやすい大きさに切る。
②★を混ぜておく。
③きのこを炒め、★を入れてひと煮立ちさせる。
そのまま冷まし器に盛る。
柑橘類を絞るとさっぱりと食べられます。

＜豆知識＞

きのこ類はボリュームあるのに低カロリー、食物繊維、ビタミン、ミネラル豊富な食
材です。野菜と同様に積極的に摂りたい食材です。

法人の話 第17回 「 薬局 」

2017年10月6日に公益社団法人 愛知県医師会が主催する、「認知症対応

力向上研修」をはるひ呼吸器病院 5階会議室にて行いました。

認知症患者の在宅療養には、急性増悪時に一般病院での受け入れが円滑に

行う事ができ、治療後も医療介護が連携を行い在宅に復帰できる仕組みが

必要です。

そこで、病院・診療所の認知症対応力の向上を図るための仕組みづくりを

行うことを目的とし「病院の認知症対応力向上事業」を愛知県医師会が行

っています。

当院も、医師、看護師等多職種からなる認知症サポートチームを設置し認知症への対応力を向上させていきます。

地域の医療機関や介護施設と連携を行い、患者さまやご家族が安心できる医療提供へ取り組みを行っていきます。

10月19日（木） に呼吸ケア教室を開催しました。今回は加藤薬剤師が
「アレルギーと免疫」をテーマに講演しました。

講義では、まず免疫の歴史や種類、ワクチンの仕組みや予防接種の不

適当者についての説明がありました。後半では、アレルギーの仕組みや

アレルギーの原因物質の作用を抑える抗ヒスタミン薬などのお薬につい

てのお話しがありました。

次回日時

◎11月16日（木）15：00～15：30

テーマ：「COPD体操」

講師：青木理学療法士

会場：４Fリハビリ室

◎12月21日（木）15：00～15：30

テーマ：「間質性肺炎ってどんな病気？」

講師：小橋医局長

会場；１F売店横 多目的室

どなたでも参加可能です。参加希望の方は当日直接会場にお越しください。

呼吸ケア教室

きのこのだし浸し

診療実績

認知症対応力向上研修を行いました！

2016年5月 2017年9月（累計実績）

★

慢性咳嗽 889名 肺炎 234名 内視鏡検査(上部） 423件

気管支喘息 501名 間質性肺炎 113名 内視鏡検査(下部） 81件

高血圧症 167名 睡眠時無呼吸症候群 110名 嚥下内視鏡検査 4件

急性気管支炎 151名 気管支喘息 86名 内視鏡的胃瘻交換 43件

胸部異常陰影 133名 慢性呼吸不全 53名 気管支内視鏡検査 241件

慢性副鼻腔炎 85名 胸部異常陰影 52名 PSG(ポリソムノグラフィー）検査 187件

肺気腫 59名 マイコプラズマ肺炎 48名

インフルエンザＡ型 57名 慢性閉塞性肺疾患 47名 23件

間質性肺炎 53名 肺気腫 36名 21件

慢性閉塞性肺疾患 52名 肺腺癌 31名 17件

気胸

外来上位疾患数 入院上位疾患数 内視鏡検査数・PSG検査

手術実績

間質性肺炎

肺がん

(実人数) (実人数)

はるひ呼吸器病院の薬局には５名の薬剤師が勤務しております。病院内

に24時間薬剤師が常駐しており、医師の処方を必ず薬剤師が調剤・監査を

行う事により医療事故防止に努めております。

当院は呼吸器専門病院であるため、吸入薬が非常に多く使われます。飲

むだけで一定の効果が出る内服薬と違い、吸入薬は正しい吸い方をしない

と効果が減少してしまいます。そのため、最近の病院では珍しいかもしれ

ませんが、当院は吸入薬について熟知した薬剤師が、院内処方で患者さま

に直接お薬をおわたししてます。お薬相談室で説明を受けながら、実際に

吸入して頂いております。その際に操作が難しく正しく吸えない時は、別

の吸入薬に変えて再度練習する事もあります。個室で行うため、落ち着い

て使い方を習得できます。もちろん、ご希望の患者さまには院外処方箋を

おわたしして、かかりつけの薬局でお薬をもらう事も可能です。須ケ口ク

リニックでの診察の場合はすべて院外処方箋となっております。

病棟にも薬剤師を配置しているため、入院中にご自身が使用している薬

について説明を受けられます。その際に、体調や検査値を確認して、医師

と相談しながら投与量の調節や副作用の早期発見に努めております。

他にも薬局の活動として、病院内で薬の勉強会を開催して、職員全体の

薬の知識向上を図っております。日々新しい薬が発売され、副作用情報等

も更新されるため、常に新しい知識を取り入れる事は非常に重要です。

薬局はお薬の相談をしやすい環境作り

を心がけております。当院以外のお薬に

ついてもお気軽にご相談下さい。


